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   The report deals with a case of ectopic ureteral orifice. A 4 months old girl admitted 
to our clinic complaining of fever and pyuria. 
   A diagnosis was made preoperatively by means of intravenous pyelography, cystoscopy, 
ureterocystography and pneumoretroperitoneum. 
   Ureterocystostomy has resulted in complete relief of chief complaint.
1緒 言
尿路は複雑な発生経過を取るために,他 器官















女性 に於 いては,著 明な 自覚症状 として尿失禁
が あ り,自 然排尿 の外 に絶えず,尿 管異常開 口
部 よ り,尿 の流 出が あるために,比 較的発見 さ






を加 えて,そ の発生,病 理 解剖学的所見 に就 い
て考 察を加 えたが,その後岩崎(1957)8)は60例,
松村(1960)9〕は104例,嶺井(1963)1・)は171例,
干葉(1964)11)178例と文献上散 見 され る症例は
急速 に増加 して きた.
我 々は最近 生後4ヵ 月 の女児 に特 異な病状の
経過 に よって発見 された尿管異常 開 口症例を経































現 症=発 育障害なし,栄 養 中等 度,体 温38～
39℃,脈臓 ユ40整,緊張 常,眼瞼結膜 貧血(一),
心肺異常なし.腹部膨満,肝1横 指触知,脾 も触知す
る。右腎は 触知せず,左 腎衰面平滑で下極を触知す































































所見は,膀 胱粘膜,之 に続 く筋層より尿管組織,尿 管
粘膜に移行し,明 らかに拡大せる尿管による膀胱壁の
延長と膀胱内突出を示していた(Fig.7,8)。





尿管異 常開 口例は泌尿器科検査 の発達 とス ク
リー ニソグに よっ て近年特 にその症 例数 を増 加
して きた.即 ち岩崎(1957)8)以後千葉(1964)11)
が膀 胱内尿管異常 開口例 を含 めて178例を集 め,
また 別 に 東野(1965)12)が自験例4例 を 白神
(1963)13)の統計に 加 えて176例を 集計 してい
る.こ れ らの 統計で 重複 され た ものを除 き,
それ 以後 にみ られ た林14).山際15}及び尾 関16}の
2例 に 自験例 を追加 す ると現在迄 に190例に達
する.
尿管異常 開 口例 では,し ば しば他 の奇形を合
併 す ることが あり,腎 形成不全,嚢 胞腎,重 複
腎孟尿管,膀 胱憩 室,膀 胱 欠損,尿 道憩室等泌
尿器科 系の奇形が あげられ る.生 駒17)は73例の
女子 で9例(12.3%)の 生殖器奇形 をみ る と云
うが,他 に双角子宮,膣 口閉鎖,膀 胱膣痩,高
度発育不全子宮等が記載 され ている.























道下裂,包 茎を含む)の 増加が著 しい(Table
1).
これに対 して市川18),宮坂19,,伊藤2。}の統計

































































































































では機能的排尿 異常 を主訴 とす るものが多 く,
19～33%を占め,そ の内 では 夜尿 症が 最 も多
い,続 いて非特異性 炎症17～24%であり,以 下
奇形9～24%,結 核4～9%,陰 嚢水腫3～8
%と なっている.し か し辻Dの 統計では先天性
異常32%(そ の内陰糞水腫3.4%が含 まれ る),
非特異性炎症が25%,機 能的排尿異常19%と少
しく我 々の外来統計 と順位 の変動 がみ られ る.
次に当教室 の小児外来患者疾患 の年令別構成
をみ ると,非 特異性炎症 は6才 に最 も多 く,7
才以上にな ると再 び減少 の傾 向を示す.男 女別
にみ ると男子59例,女 子31例で男女比 は2:1
と男子に多 くみ られる.小 児 の場 合膀胱炎は 出
血が強 く,膀 胱鏡検 査で膀胱 内の強い発赤,出
血斑をみ る症例が多 く,小 児 の膀 胱炎の病状は
成人の膀胱炎 と異 なった病状 を取 ってい るもの
が多いのが特色 と思 われ る.
機能的排尿異常 はやは りおむつが取 れ る2才
以後にみ られ,3才 より各年 令に亘って分布す
る。男女別にみ ると男子33例,女 子19例で男女
比は3:2で 男子 に多い.
奇形では比較 的多 くみ られ る,尿 道下裂,包
茎,潜 伏睾 丸に就 いては各年 令に亘って来院 し
てお り,性 異常 のみが4例 共,1才 未満 で来院
してい るのがみ られ る.男 女別にみ る と男子40
例,女 子1例 と圧倒的に男子に多い.奇 形 中3
才男子の膀胱奇形は先天性膀胱憩室 と左尿管憩
室内異常開 口の症例で あ り,尿 管奇形 は本症例
である.
結石は3才 及び6才 以後に散見 され るのみで
あるが,そ の全 例は男子 で女子 には1例 も認 め
られ なかった.年 令別統計 では他大学 とその結
果 は よく一致 して いる(Table2).
当教室の 入院愚者 に 就 いては 全入院 患者数
791例に対 し小児 入院患者(10才 以下)は23例
で2.9%を占め るに過 ぎない その内奇形 は6





間,13才以下 の小 児入院患者 の統計 に於 いて も
ユ79
2,063例中,奇 形 は45%であると述べ るが,こ の
内 に包茎19%,停 留睾丸12%を含む ので,我 々
の症例 に就 いての停 留塞丸 を奇形に加 える と9
例,39%と な り,辻22}の述べ る如 く小児泌尿器
科 入院の1/3から1/2は奇形 に属す る との説 に一
致 してい る.
尿管 異常開 口の分類 は 一一般にThomの 分類
が用い られ,本 邦 の統計 では1型 が多 く,皿 型
が これに続い てみ られ るが我 々の症例 は皿型 に
入れ られ る.
年令別 では本邦 で10才以下 をみ ると松村9)は
102例中40例(39%),嶺 井10}は168例中80例
(48%)であ り,そ の後 の 東野12}の4例,千
葉11),尾関16〕の2例,山 際15}の症例 と10才未満
が多 く,幼 児 で発見 され る頻度が増加 して きて
いる.し か しそのほ とんどがおむつが取れてか
らの尿失 禁 と云 う特有 な症状で来院 して,尿 管
異常 開 口が発見 され る ことは少 な く,1才 未満
の症例 では大森23)の生後4カ 月 の症例 は発熱,
膿汁 がおむつ に附着す る と云 うことを主訴 とし
て来 院 した例 であ り,我 々の症例 と類似 してい
る.
尿管 下端の発生 に関 しては堀米24}により検討
され てい るが,本 症 の発生機転 にはFrazer25)
は排泄 腔壁 の 増 殖 よ り,Chwalla26}は膀胱底
部の原腎管 と尿管 の問 の細胞増殖 に より原腎管
の移動が起 る ことで これを説 明 してい る.
Wesson27}は重複尿管 の場 合,遅 れて発生 し
た尿管芽が原腎管 と共 に移動 し,原 腎管下部 の
Gartner氏管 の 走行部位に 尿管 が 開 口す ると
して いる.こ の ことはGloor28)による と膀胱
外開 口271例中重複尿管 の症例 はユ90例とな り,
女性 においては特 に著 しい と述べてい るこ とも
1つ の裏付 け とな る.
膀胱外 に開 口す る尿管 の尿路下端嚢腫状拡張
をみ る症 例は多 く,膣 嚢腫,尿 道藝腫,尿 道憩
室 の病像 を呈 す ることが あ り,志 田7)は膀胱 外
に開 口を有す る尿管は,そ の発生過程 に於いて
原腎管 を伴っ て下行す る ことか ら末端部が尿管
自体 か,又 は原 腎管 の派生物 たるGartner氏
管の参与せ る ものであ るかを知 る ことは困難で
あ り,Gartner氏管 が 閉鎖 され るのでない こ
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(Table2)小児外来患者疾患 年令別構成
o才 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lQ 男女別合 計 計

























































































































































































23例 の 内 訳
(Table5)











通 過 障 害
結 石









































高井29}は尿道 憩室に 開 く症 例 を あげ,










































































高井33}の報告 した第4例 では,尿 道鏡にて憩
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